
 

 

2022年 12月 23日 

各  位 

仙台市青葉区一番町二丁目１番１号 

株式会社 仙 台 銀 行 

 

仙台銀行ホール イズミティ２１ コンサートシリーズへの協賛について 

～イズミノオト 第 8回 リヒャルト・シュトラウス 変容ノ前夜～ 

 

株式会社仙台銀行（本店 仙台市 頭取 鈴木 隆）は、仙台銀行ホール イズミティ２１

企画制作により下記の通り開催されるコンサートへ協賛しますのでお知らせいたします。 

当行は、今後も仙台市と連携を図りながら、地域の皆さまの文化活動への支援を通じて、

地域活性化に貢献してまいります。 

 

記 

 

１．開催日時 

2023年 3月 5日（日） （開演）15：00 （開場）14：30 

 

２．会場 

  日立システムズホール仙台 シアターホール 

  ※仙台銀行ホールイズミティ２１施設の大規模改修に伴う休館のため、会場を移して開

催いたします。 

 

３．入場料 

  全席指定 3,000円（市民文化事業団友の会料金 2,700円）・未就学児入場不可 

   2023年 1月 10日（火）一般発売 

   

４．各種お問い合わせ先 

（１）チケットについて 

仙台市市民文化事業団 総務課  TEL：022-727-1875（平日 9：30～17：00） 

（２）公演について 

仙台銀行ホール イズミティ２１臨時事務所   

TEL：022-375-3101（9：30～17：00休所日除く） 

  

以 上 

問い合わせ先 

経営企画課 中島・栗村 電話：022-225-8258 

TEL:022-727-1875（平日9：30
TEL:022-727-1875（平日9：30


URL：https://www.facebook.com/izuminootomodachi/
コンサートに関する情報など発信していきます。ぜひ“いいね！”してください。

仙台銀行ホール イズミティ21 コンサートシリーズ 
Facebook公式ファンクラブ イズミノオトモダチ会員募集中！

新型コロナウイルス感染予防のため、ご協力をお願いいたします。

37.5度以上の発熱や咳、咽頭痛、倦怠感、味覚・嗅覚の
喪失等の症状がある方は、ご来場をお控えください。

ご来場の際は必ずマスクを着用いただき、こまめな手洗い、
手指消毒などの感染予防にご協力ください。

5
つ
の
小
品
作
品
3

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
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モ
ル
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ォ
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ゼ
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七
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独
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仙
台
市
泉
区
出
身
。桐
朋
女
子
高
校

音
楽
科（
共
学
）を
経
て
桐
朋
学
園
大

学
音
楽
部
門
を
卒
業
。そ
の
後
、ラ
イ

プ
ツ
ィ
ヒ
音
楽
演
劇
大
学
大
学
院
に
在

学
す
る
と
と
も
に
、ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ・ゲ

ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
と
学
生
契

約
を
し
、在
籍
。卒
業
後
は
同
管
弦
楽

団
ア
カ
デ
ミ
ー
に
在
籍
。第
9
回
ビ
バ

ホ
ー
ル
チ
ェロ
コ
ン
ク
ー
ル
第
4
位
入
賞
。

チ
ェロ
を
金
木
博
幸
、青
木
十
良
、藤
原

真
理
、毛
利
伯
郎
、C
・ギ
ガ
ー
の
各
氏

に
、室
内
楽
を
今
井
信
子
氏
、東
京

ク
ァ
ル
テ
ッ
ト
に
師
事
。現
在
、仙
台
フ
ィ

ルハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
首
席
チ
ェロ
奏

者
と
し
て
在
籍
。

第
16
回
東
京
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
弦
楽
部

門
に
て
優
勝
。そ
の
他
数
の々
コン
ク
ー
ル

に
て
入
賞
・
優
勝
を
果
た
す
。こ
れ
ま
で

に
日
本
フ
ィ
ルハ
ー
モニ
ー
交
響
楽
団
、東

京
シ
テ
ィ・フ
ィ
ルハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管
弦
楽

団
、東
京
フ
ィ
ルハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
、

東
京
交
響
楽
団
等
と
共
演
。現
在
、東

京
音
楽
大
学
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
デ
ィ
プ
ロマ

コ
ー
ス
に
特
別
特
待
奨
学
生
と
し
て
在

籍
。（
株
）日
本
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
よ
り
名
器

特
別
貸
与
を
受
け
て
い
る
。

福
井
県
出
身
。中
学
卒
業
後
渡
米
、

Idyllw
ild Arts Academ

y

（
米
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
）を
経
て
、ド
イ
ツ
国
立
ハ
ン

ブ
ル
グ
音
楽
大
学
を
修
了
。岩
城
宏
之

音
楽
賞
受
賞
、ブ
ラ
ー
ム
ス
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
チ
ェロ
部
門
第
２
位
入
賞
、平
成

24
年
度
福
井
県
文
化
奨
励
賞
受
賞
。

現
在
は
ソ
ロ
、室
内
楽
を
中
心
に
活
動

中
。こ
れ
ま
で
に
故
・
参
納
純
三
、ジ
ョ

ン・ワ
ル
ツ
、ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ・メ
ー
ル
ホ

ル
ン
に
師
事
。東
京
チ
ェロ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

メ
ン
バ
ー
。福
井
大
学
教
育
学
部
音
楽

科
非
常
勤
講
師
。

荒井 結
チェロ

吉岡 知広
チェロ・コーディネーター
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関 朋岳
ヴァイオリン

大
阪
府
出
身
。第
6
回
仙
台
国
際
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
３
位
な
ど
国
内
外
に

お
い
て
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

京
都
市
立
芸
術
大
学
お
よ
び
ベル
リ
ン

芸
術
大
学
に
て
研
鑽
を
積
む
。こ
れ
ま

で
に
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
仙
台
フ
ィ
ル
、東

京
フ
ィ
ル
等
と
共
演
、室
内
楽
奏
者
と

し
て
も
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

東
京
音
楽
大
学
、東
京
藝
術
大
学
附

属
音
楽
高
等
学
校
の
非
常
勤
講
師
と

し
て
、後
進
の
指
導
に
あ
た
って
い
る
。

福
島
県
い
わ
き
市
出
身
。京
都
市
立
芸

術
大
学
音
楽
学
部
卒
業
。第
１
回
日
本

国
際
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
コ
ン
ク
ー
ル
第
２
位

を
受
賞
。こ
れ
ま
で
に
村
上
満
志
、吉

田
秀
、西
口
勝
の
各
氏
に
師
事
。ド
イ

ツ・ベ
ル
リ
ン
へ
留
学
し
、ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏

者
で
あ
る
エ
デ
ィ
ク
ソ
ン・ル
イ
ス
氏
の

元
で
研
鑽
を
積
む
。現
在
、仙
台
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
副
首
席
コ
ン
ト
ラ

バ
ス
奏
者
、宮
城
学
院
女
子
大
学
非
常

勤
講
師
。

©Masafumi Tamura
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ピアノ

3
歳
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
始
め
る
。

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
州
立
高
等
音
楽
院

修
士
課
程
ソ
リ
ス
ト
コ
ー
ス
をM

aggy
Breittm

ayer

賞
を
得
て
修
了
。第
2
回

仙
台
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
委
員

特
別
賞
。N
H
K
B
S
プ
レ
ミ
ア
ム

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
倶
楽
部
無
言
館
・
祈
り

I
〜
戦
後
75
年
戦
没
画
学
生
慰
霊
美

術
館
か
ら
〜
」、N
H
K
茨
城
県
域
放

送「
記
憶
つ
な
ぎ
未
来
へ
」等
に
出
演
。

川又 明日香
ヴァイオリン

兵
庫
県
出
身
。兵
庫
県
立
西
宮
高
等

学
校
音
楽
科
を
経
て
、愛
知
県
立
芸
術

大
学
を
首
席
卒
業
。卒
業
時
に
桑
原
賞

を
受
賞
。東
京
藝
術
大
学
大
学
院
修

士
課
程
修
了
。N
H
K
交
響
楽
団
ア
カ

デ
ミ
ー
修
了
。ヴ
ィ
オ
ラ
ス
ペ
ー
ス
、東

京
・
春
・
音
楽
祭
、北
九
州
国
際
音
楽

祭
等
に
出
演
。こ
れ
ま
で
に
、杉
山
雄
一
、

川
﨑
和
憲
、臼
木
麻
弥
、百
武
由
紀
、中

村
翔
太
郎
の
各
氏
に
師
事
。

東
京
音
楽
大
学
付
属
高
校
を
経
て
同

大
学
卒
業
。1
9
9
5
年
第
49
回
全
日

本
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
京
大
会
小

学
生
の
部
第
2
位
。
2
0
0
3
年
第

4
回
大
阪
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
高
校
の
部

3
位（
1
位
、2
位
な
し
）
。2
0
0
7

年
東
京
音
楽
大
学
コ
ン
ク
ー
ル
第
1
位
。

沖
縄
国
際
音
楽
祭
、東
京
・
春
・
音
楽
祭
、

セ
イ
ジ
オ
ザ
ワ
松
本
フェス
テ
ィ
バル
な
ど

参
加
。N
H
K
交
響
楽
団
ア
カ
デ
ミ
ー

を
経
て
、現
在
N
H
K
交
響
楽
団
次
席

ビ
オ
ラ
奏
者
。

村松 龍
ヴィオラ

今川 結
ヴィオラ

﹇
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹈

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

仙台銀行は、コンサートシリーズ「イズミノオト」への協賛を通して、地域の文化活動を支援しています。

仙
台
銀
行
ホ
ー
ル
イ
ズ
ミ
テ
ィ
２１
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ

イ
ズ
ミ
ノ
オ
ト
第
8
回

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

変
容
ノ
前
夜

仙
台
銀
行
ホ
ー
ル
イ
ズ
ミ
テ
ィ
21
の
大
規
模
改
修
工
事
に
伴
う
休
館
の
た
め
、

本
公
演
は
、日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
を
会
場
と
し
、開
催
し
ま
す
。

﹇
会
場
に
つ
い
て
﹈



　

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、80
歳
を
超
え
て
も「
メ
タ
モ
ル

フ
ォ
ー
ゼ
ン
」や「
４
つ
の
最
後
の
歌
」な
ど
の
傑
作
を
書
き
続
け
て
い

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、彼
は
、早
熟
の
作
曲
家
で
も
あ
っ
た
。

1
8
6
4
年
、ミ
ュ
ン
ヘ
ン
生
ま
れ
。彼
の
父
親
、フ
ラ
ン
ツ・シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
は
、ミ
ュ
ン
ヘ
ン
宮
廷
歌
劇
場
管
弦
楽
団
の
首
席
ホ
ル
ン
奏
者
と
し

て
、ワ
ー
グ
ナ
ー
の「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
」と「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の

マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
」の
世
界
初
演
を
吹
く
だ
け
で
な
く
、バ
イ
ロ

イ
ト
で
の「
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル
」の
世
界
初
演
に
も
招
か
れ
る
ほ
ど
の
名
手

で
あ
っ
た
。し
か
し
彼
自
身
は
ア
ン
チ
・ワ
グ
ネ
リ
ア
ン
で
あ
り
、モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
な
ど
の
古
典
派
音
楽
を
好
ん
だ
。一
方
、母
親
の
ヨ
ゼ
フ
ァ

は
、ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
屈
指
の
ビ
ー
ル
醸
造
業
者
プ
シ
ョ
ー
ル
家
の
娘
で

あ
っ
た
。

　

リ
ヒ
ャ
ル
ト
は
、父
親
か
ら
音
楽
の
手
解
き
を
受
け
た
。モ
ー
ツ
ァ
ル

テ
ィ
ア
ン
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ツ
は
、新
し
い
音
楽
に
は
目
も
く
れ
ず
、厳

格
に
古
典
音
楽
の
み
を
教
え
よ
う
と
し
た
。リ
ヒ
ャ
ル
ト
は
、幼
い
頃

か
ら
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
習
い
、よ
く
父
の
ホ
ル
ン
の
ピ
ア
ノ
伴

涯
」を
自
ら
の
指
揮
で
初
演
す
る
。「
英
雄
の
生
涯
」に
よ
っ
て
交
響
詩
を

〝
卒
業
〞し
た
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、創
作
の
中
心
に
オ
ペ
ラ
を
置
く
よ
う
に

な
る
。た
だ
し
、オ
ペ
ラ
の
時
代
に
お
い
て
も
、「
家
庭
交
響
曲
」

（
1
9
0
4
）や「
ア
ル
プ
ス
交
響
曲
」（
1
9
1
5
）を
書
い
て
い
る
。

　

指
揮
者
と
し
て
の
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
、ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、ワ
イ

マ
ー
ル
、ド
レ
ス
デ
ン
な
ど
の
歌
劇
場
で
経
験
を
積
み
、ベ
ル
リ
ン
宮
廷
歌

劇
場
の
楽
長
や
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
の
音
楽
監
督
を
歴
任
し
た
。そ

し
て
、ベ
ル
リ
ン・フ
ィ
ル
、ウ
ィ
ー
ン・フ
ィ
ル
、ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
・
ゲ
ヴ
ァ
ン
ト

ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
な
ど
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
指
揮
し
て
い
た
。

　

1
9
0
5
年
、３
作
目
の
オ
ペ
ラ
、オ
ス
カ
ー
・ワ
イ
ル
ド
の
戯
曲
を
原

作
と
す
る「
サ
ロ
メ
」が
ド
レ
ス
デ
ン
宮
廷
歌
劇
場
で
初
演
さ
れ
、サ
ロ
メ

の「
７
つ
の
ヴ
ェ
ー
ル
の
踊
り
」や
ヨ
カ
ナ
ン
の
首
切
り
な
ど
で
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
す
。1
9
0
5
年
の「
サ
ロ
メ
」と
1
9
0
9
年
の
ギ

リ
シ
ャ
悲
劇
を
原
作
と
し
た「
エ
レ
ク
ト
ラ
」の
成
功
に
よ
り
、ワ
ー
グ

ナ
ー
の
後
継
者
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、「
サ
ロ
メ
」や「
エ
レ
ク
ト

奏
を
し
た
と
い
う
。作
曲
は
、11
歳
か
ら
宮
廷
楽
長
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム・マ
イ
ヤ
ー
に
学
ん
だ
。1
8
7
6
年
に
、「
祝
典
行
進

曲
」を
作
曲
し
、そ
れ
は
1
8
8
1
年
に
作
品
１
と
し
て
出
版
さ
れ

た
。1
8
8
0
年
に
は
早
く
も
、「
弦
楽
四
重
奏
曲
イ
長
調
」と「
交
響

曲
ニ
短
調
」を
作
曲
。1
8
8
1
年
5
月
に
は
、「
交
響
曲
ニ
短
調
」が
ヘ

ル
マ
ン・レ
ヴ
ィ
指
揮
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
宮
廷
歌
劇
場
管
弦
楽
団
に
よ
っ
て
初

演
さ
れ
た
。シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
ま
だ
16
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。「
５
つ
の
小

品
」は
1
8
8
1
年
に
作
曲
さ
れ
、作
品
３
の
番
号
を
付
さ
れ
た
。

　

1
8
8
2
年
に
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
を
卒
業
し
た
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、ミ
ュ

ン
ヘ
ン
大
学
哲
学
科
に
入
る（
し
か
し
、音
楽
活
動
の
た
め
、翌
年
に
は

大
学
を
や
め
て
し
ま
う
）。「
13
管
楽
器
の
た
め
の
セ
レ
ナ
ー
ド
」は
、

1
8
8
2
年
に
作
曲
さ
れ
、同
年
11
月
、ド
レ
ス
デ
ン
で
、フ
ラ
ン
ツ・

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
が
指
揮
す
る
同
地
の
宮
廷
管
弦
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ

て
初
演
さ
れ
た
。そ
の
後
、ハ
ン
ス・フ
ォ
ン・ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
こ
の「
セ
レ

ナ
ー
ド
」に
注
目
し
、1
8
8
3
年
12
月
に
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
宮
廷
管
弦

楽
団
で
取
り
上
げ
た
。こ
の
と
き
は
、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
ブ
ラ
ー
ム
ス
と

親
交
の
あ
る
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・ミ
ュ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
や
ホ
ル
ン
に
ホ
ル
ン
協
奏

曲
第
1
番
の
完
全
な
形
で
の
初
演
を
吹
く
こ
と
に
な
る
グ
ス
タ
フ・

ラ
イ
ン
ホ
ス
も
参
加
し
て
い
る
。そ
し
て
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、1
8
8
4
年

の
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
宮
廷
管
弦
楽
団
の
ベ
ル
リ
ン・ツ
ア
ー
の
際
に
も「
セ
レ

ナ
ー
ド
」を
持
っ
て
行
っ
た
。「
セ
レ
ナ
ー
ド
」を
き
っ
か
け
に
、ビ
ュ
ー

ロ
ー
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、1
8
8
5
年
に
マ
イ
ニ

ン
ゲ
ン
の
宮
廷
管
弦
楽
団
で
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
る

よ
う
に
な
り
、指
揮
者
と
し
て
の
活
動
を
始
め
る
。

　

作
曲
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
初
期
に
は「
チ
ェ
ロ・ソ
ナ
タ
」や「
ピ

ア
ノ
四
重
奏
曲
」な
ど
の
室
内
楽
作
品
の
作
曲
に
も
取
り
組
ん
だ
。

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン・ソ
ナ
タ
」は
初
期
の
室
内
楽
曲
創
作
の
最
後
を
締
め

括
る
名
作
。1
8
8
8
年
、作
曲
者
24
歳
の
と
き
に
書
か
れ
た
が
、後

の
彼
の
作
品
を
彷
彿
と
さ
せ
、そ
の
早
熟
ぶ
り
に
驚
か
さ
れ
る
。

　

1
8
8
9
年
に
は
出
世
作
と
い
う
べ
き
交
響
詩「
ド
ン・フ
ァ
ン
」が

初
演
さ
れ
、成
功
を
収
め
る
。そ
の
後
、「
死
と
変
容
」（
1
8
9
0
）、

「
テ
ィ
ル・
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
の
愉
快
な
い
た
ず
ら
」

書
か
れ
た
前
奏
曲
は
、し
ば
し
ば
単
独
で
、室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で

演
奏
さ
れ
る
。

　

80
歳
を
超
え
て
か
ら
は
、「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
ン
」、「
オ
ー
ボ
エ
協
奏

曲
」、「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
た
め
の
小
協
奏
曲
」、「
４
つ
の
最

後
の
歌
」な
ど
で
最
晩
年
の
境
地
を
ひ
ら
く
。

　
「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
ン
」は
、1
9
4
5
年
に
第
二
次
世
界
大
戦
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
故
郷
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
や
ド
イ
ツ
へ
の
悲
し
み
を
こ
め
て

作
曲
さ
れ
た
。23
の
独
奏
弦
楽
器（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
10
、ヴ
ィ
オ
ラ
５
、チ
ェ

ロ
５
、コ
ン
ト
ラ
バ
ス
３
）の
た
め
に
書
か
れ
た
こ
の
作
品
は
、最
後
の
部
分

に「
追
悼
」と
記
さ
れ
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
３
番「
英
雄
」の
第

２
楽
章
・
葬
送
行
進
曲
の
テ
ー
マ
が
引
用
さ
れ
る
。あ
る
意
味
、祖
国
へ

の
レ
ク
イ
エ
ム
で
あ
る
。

　「
４
つ
の
最
後
の
歌
」は
、シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
絶
筆
と
い
え
る
作
品
で
あ
る
。

「
４
つ
の
最
後
の
歌
」の
最
初
の
3
曲
は
、ヘ
ル
マ
ン・ヘッ
セ
の
詩
に
音
楽
が

付
け
ら
れ
、第
4
曲「
夕
映
え
」の
み
ヨ
ー
ゼ
フ・フ
ォン・ア
イ
ヒ
ェン
ド
ル
フ

の
詩
に
よ
る
も
の
で
、繊
細
か
つ
多
彩
な
管
弦
楽
法
が
魅
力
的
で
あ
る
。こ

の
4
曲
は
1
9
4
8
年
に
作
曲
さ
れ
た
が
、翌
1
9
4
9
年
9
月
8
日
、

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
こ
れ
ら
の
初
演
を
聴
く
こ
と
な
く
、ド
イ
ツ
の
ガ
ル
ミ
ッ

シ
ュ
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。「
４
つ
の
最
後
の
歌
」の
初
演
は
1
9
5
0
年

5
月
22
日
、ロ
ン
ド
ン
で
、ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム・フ
ル
ト
ヴ
ェン
グ
ラ
ー
の
指
揮
、キ

ル
ス
テ
ン・フ
ラ
グ
ス
タ
ー
ト
の
独
唱
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

（
1
8
9
5
）、「
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り
き
」（
1
8
9
6
）、

「
ド
ン・
キ
ホ
ー
テ
」（
1
8
9
7
）な
ど
の
交
響
詩
を
立
て
続
け
に
発

表
。交
響
詩
の
作
曲
家
と
し
て
の
名
声
を
獲
得
し
た
。

　

そ
の
間
、オ
ペ
ラ
は「
グ
ン
ト
ラ
ム
」が
あ
る
の
み
で
、そ
の
オ
ペ
ラ
は

成
功
を
収
め
た
と
は
い
い
が
た
か
っ
た
が
、シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
1
8
9
4

年
の「
グ
ン
ト
ラ
ム
」の
初
演
を
き
っ
か
け
に
ヒ
ロ
イ
ン
役
を
歌
っ
た
パ

ウ
リ
ー
ネ
と
結
婚
す
る
こ
と
が
で
き
た
。パ
ウ
リ
ー
ネ
は
、バ
イ
エ
ル
ン

の
将
軍
、ア
ド
ル
フ・
デ
・ア
ー
ナ
の
娘
で
あ
り
、出
会
っ
た
頃
は
新
鋭
の

歌
手
だ
っ
た
。シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
と
の
結
婚
後
、彼
女
は
次
第
に
主
婦
業
に

専
念
す
る
こ
と
に
な
る
。気
性
が
激
し
く
、気
が
強
か
っ
た
こ
と
で
知

ら
れ
、シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の「
英
雄
の
生
涯
」、「
家
庭
交
響
曲
」、「
イ
ン
テ
ル

メ
ッ
ツ
ォ
」な
ど
の
作
品
に
彼
女
の
姿
が
素
材
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

1
8
9
4
年
、シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、14
世
紀
の
ド
イ
ツ
に
実
在
し
た
と

い
う
伝
説
的
な
い
た
ず
ら
者
で
あ
る
テ
ィ
ル・
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル

を
主
人
公
と
し
た
オ
ペ
ラ
を
作
曲
す
る
構
想
を
持
っ
て
い
た
が
、最

初
の
オ
ペ
ラ「
グ
ン
ト
ラ
ム
」を
初
演
し
た
も
の
の
成
功
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
ず
、オ
ペ
ラ
化
を
諦
め
、そ
れ
を
新
た
に
交
響
詩「
テ
ィ
ル・

オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
の
愉
快
な
い
た
ず
ら
」と
し
て
創
作
し
た
。

「
ド
ン・
キ
ホ
ー
テ
」を
書
い
た
頃
、シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
故
郷
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の

宮
廷
歌
劇
場
の
指
揮
者
を
務
め
て
い
た
。1
8
9
8
年
３
月
に
ケ
ル
ン

で「
ド
ン・
キ
ホ
ー
テ
」の
初
演
が
あ
っ
た
後
、同
年
11
月
に
ベ
ル
リ
ン
の

宮
廷
歌
劇
場
の
楽
長
と
な
る
。そ
し
て
1
8
9
9
年
３
月
に
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
で
交
響
詩
の
集
大
成
と
し
て
書
い
た
自
伝
的
な「
英
雄
の
生

ラ
」の
よ
う
な
凶
暴
で
前
衛
的
な
音
楽
が
ど
こ
に
行
き
着
く
の
か
は
、聴

衆
に
と
っ
て
も
不
安
で
あ
っ
た
。し
か
し
、シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、次
の「
ば
ら

の
騎
士
」で
、モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
彷
彿
と
さ
せ
る
優
美
さ
と
20
世
紀
初
頭

に
ふ
さ
わ
し
い
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
音
楽
に
大
き
く
舵
を

切
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
ば
ら
の
騎
士
」は
、若
い
貴
族
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ン
と
不
倫
関
係
に
あ
っ

た
元
帥
夫
人
が
、ゾ
フ
ィ
ー
と
い
う
若
い
娘
の
出
現
に
よ
り
、オ
ク
タ
ヴ
ィ

ア
ン
か
ら
身
を
引
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。1
9
1
1
年
１
月
、ド
レ
ス

デ
ン
宮
廷
歌
劇
場
で
の「
ば
ら
の
騎
士
」の
初
演
は
、大
き
な
成
功
を
収

め
た
。こ
の
オ
ペ
ラ
の
、銀
の
ば
ら
の
献
呈
場
面
、オ
ッ
ク
ス
の
ワ
ル
ツ
、最

後
の
元
帥
夫
人
、オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ン
、ゾ
フ
ィ
ー
の
三
重
唱
な
ど
が
人
気
を

博
し
、そ
の
年
だ
け
で
50
回
以
上
の
再
演
が
あ
り
、こ
の
作
品
を
観
る

た
め
に
ベ
ル
リ
ン
か
ら
ド
レ
ス
デ
ン
行
き
の
特
別
列
車
が
運
行
さ
れ
る
ほ

ど
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

　

1
9
1
6
年
に
は
、新
古
典
主
義
的
な
小
編
成
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

用
い
た
オ
ペ
ラ「
ナ
ク
ソ
ス
島
の
ア
リ
ア
ド
ネ
」を
発
表
。そ
の
後
も
、「
影

の
な
い
女
」（
1
9
1
9
）、「
イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
ォ
」（
1
9
2
4
）、「
エ
ジ
プ

ト
の
ヘ
レ
ナ
」（
1
9
2
8
）、「
ア
ラ
ベ
ラ
」（
1
9
3
3
）、「
無
口
な
女
」

（
1
9
3
5
）、「
平
和
の
一
日
」（
1
9
3
8
）、「
ダ
フ
ネ
」（
1
9
3
8
）、

「
ダ
ナ
エ
の
愛
」（
初
演
は
作
曲
者
死
後
の
1
9
5
2
）な
ど
の
オ
ペ
ラ
を

創
作
し
て
い
く
。つ
ま
り
、シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、作
曲
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア

の
前
半
を
交
響
詩
に
、後
半
を
オ
ペ
ラ
に
あ
て
た
の
で
あ
っ
た
。

　

1
9
3
3
年
に
は
、ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
作
曲
家
と
し
て
、帝
国
音

楽
院
総
裁
に
任
命
さ
れ
た
。し
か
し
、1
9
3
5
年
に
、「
無
口
な
女
」の

上
演
を
め
ぐ
っ
て
、台
本
作
家
で
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン・ツ
ヴ
ァ

イ
ク
と
の
協
力
を
め
ぐ
る
ナ
チ
ス
政
権
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
原
因
で
、帝
国

音
楽
院
総
裁
を
辞
し
て
し
ま
う
。

　

最
後
の
オ
ペ
ラ
は「
カ
プ
リ
ッ
チ
ョ
」（
1
9
4
2
）。台
本
は
高
名

な
指
揮
者
ク
レ
メ
ン
ス・ク
ラ
ウ
ス
と
作
曲
者
自
身
が
手
掛
け
た
。

1
7
7
0
年
代
の
パ
リ
近
郊
の
貴
族
の
邸
宅
を
舞
台
に
、「
言
葉
が
先

か
、音
楽
が
先
か
」が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。弦
楽
六
重
奏
曲
の
た
め
に

青年期のシュトラウスハンス・フォン・ビューローパウリーネ・シュトラウス・デ・アーナ晩年のシュトラウス（画：マックス・リーバーマン）
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交
響
詩
か
ら
オ
ペ
ラ
へ
、

70
年
を
超
え
る
創
作
活
動

文
・
山
田
治
生（
音
楽
評
論
家
）

1
8
6
4
年
６
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年
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年
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年
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年

1
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年
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年
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９
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ミ
ュンヘン
で
生
ま
れ
る
。

交
響
曲
ニ
短
調
が
初
演
さ
れ
る

ミ
ュンヘン
大
学
哲
学
科
に
入
学

（
し
か
し
、翌
年
に
は
大
学
を
辞
め
る
）。

マ
イ
ニン
ゲ
ン
の
歌
劇
場
で

指
揮
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
始
め
る
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン・ソ
ナ
タ
が
初
演
さ
れ
る
。

ワ
イ
マ
ー
ル
宮
廷
劇
場
の
楽
長
に
就
任
。

「
ド
ン・フ
ァ
ン
」が
初
演
さ
れ
る
。

最
初
の
オ
ペ
ラ「
グ
ン
ト
ラ
ム
」が

ワ
イ
マ
ー
ル
で
初
演
さ
れ
る
。

パ
ウ
リ
ー
ネ
と
結
婚
。

ミ
ュンヘン
宮
廷
歌
劇
場
の
楽
長
に
な
る
、

「
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り
き
」が
初
演
さ
れ
る

ベル
リ
ン
宮
廷
歌
劇
場
の
楽
長
と
な
る
。

「
英
雄
の
生
涯
」が
初
演
さ
れ
る
。

「
サ
ロ
メ
」が
初
演
さ
れ
る
。

「
エ
レ
ク
ト
ラ
」が
初
演
さ
れ
る
。

「
ば
ら
の
騎
士
」が
初
演
さ
れ
る
。

シ
ャ
ル
ク
と
と
も
に
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
の

音
楽
監
督
と
な
る
。「
影
の
な
い
女
」が
初
演
さ
れ
る
。

ド
イ
ツ
帝
国
音
楽
局
総
裁
に
就
任
。

最
後
の
オ
ペ
ラ
、「
カ
プ
リ
ッ
チ
ョ
」が
初
演
さ
れ
る
。

「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
ン
」が
初
演
さ
れ
る
。

「
４
つ
の
最
後
の
歌
」を
作
曲
。

ド
イ
ツ
の
ガ
ル
ミ
ッ
シュで
死
去
。


